
静岡新聞で学ぼう

年 組 名前
（小学校高学年～中学校、高校／社会、総合）作問者：静岡新聞ＮＩＥコーディネーター 矢沢和宏

２０２０年１２月１日夕刊記事を読んで、問いに答えましょう。

①インターネットの接続環境が自宅にない子供は世界でどのくらいますか。

（ ）人

②インターネットの接続環境が自宅にない子供は世界の学齢期に当たる３歳から１７歳の子供のうち、ど
のくらいを占めますか。

（ ）

③インターネットの接続環境が自宅にない子供は世界の地域別にみて、特にどこに多いですか。

（ ）

④「デジタルディバイド（情報格差）」が広がると、どのような問題点が出てくると考えられますか。

（ ）
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２０２０年１２月１日夕刊記事を読んで、問いに答えましょう。

①インターネットの接続環境が自宅にない子供は世界でどのくらいますか。

（ １３億 ）人

②インターネットの接続環境が自宅にない子供は世界の学齢期に当たる３歳から１７歳の子供のうち、ど
のくらいを占めますか。

（ 約３分の２ ）

③インターネットの接続環境が自宅にない子供は世界の地域別にみて、特にどこに多いですか。

（ サハラ以南のアフリカや南アジア ）

④「デジタルディバイド（情報格差）」が広がると、どのような問題点が出てくると考えられますか。

（ ）

解答例

（例）インターネットに接続できなければ教育を受ける機会が失われる。
教育環境の格差が広がることで、経済格差のさらなる拡大につながる。 など


